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研究成果の概要（和文）：本研究は、温室効果ガス排出権の地球規模の分配的正義について、世代間正義論の研
究蓄積や近年の新展開と接続しつつ、また平等論等の先端的知見も活用しながら考察した上で、原理的考察に裏
づけられた法制度を構想することを目的としている。研究活動を推進した結果、グローバル正義・世代間正義の
両次元について有望な正義理論を特定し、また制度構想上の課題を解決する見通しを得た他、関連諸分野への含
意を解明できた。
　主要な最終成果物として、邦語論文集を間もなく刊行する予定であり、また本研究課題および関連の諸主題に
ついて、多数の英語・邦語の論文・書籍を公刊するとともに、国内外の会議にて招待講演・研究報告を行った。

研究成果の概要（英文）：This research project aims to explore the idea of distributive justice in 
the context of the allocation of greenhouse gas (GHG) emission rights among peoples across the 
world, with special reference to the recent development of study on equality. It also seeks to 
examine issues surrounding institutional design of this allocation. As major results of our 
research, we identified promising theories in the global and intergenerational dimensions of the GHG
 emission right distribution, resolved some challenges in designing the international distributive 
scheme, and explicated the implications that climate change has for relevant academic fields. These 
results will be published in an anthology in late 2017.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 法哲学・政治哲学・倫理学の国際学界で
は、気候変動や気候変動政策をめぐる哲学的
諸論点に関する研究（気候正義論）が近年大
きく発展してきた。気候正義論の最大の論点
は、温室効果ガス排出権の地球規模の分配に
関わる正義である。しかし、最重要な温室効
果ガスである二酸化炭素の長期残留性のゆ
えに、かねてより発展してきた世代間正義論
との架橋が待たれるにもかかわらず、架橋の
試みは限られていた。また、国内の所得再分
配の文脈で発展が著しい平等論との連接も
皆無に近かった。他方、温室効果ガス排出権
の分配については、多様な政策提案が見られ
たが、気候正義論との関連づけはほとんど行
われてこなかった。 
 
(2) わが国では、世代間正義論については法
哲学・厚生経済学等で研究蓄積があるものの、
気候正義論の研究は極めて乏しかった。 
 
２．研究の目的 
(1) 上記のような研究開始時における国内外
の研究状況を踏まえ、気候正義論での温室効
果ガス排出権の分配的正義について、世代間
正義論と接合しつつ、また平等論の最新成果
を摂取しながら、理論構築を行った上で、原
理的考究に裏づけられた法政策設計を行う
ことが、本研究の目的である。 
 
(2) 上記の目的は、3 つの具体的課題に分節
化される。①温室効果ガス排出権分配の空間
次元と時間次元の連接、②平等論の最新成果
を活用した排出権分配の検討、③原理的考察
によって支えられた法政策設計である。 
 
３． 研究の方法 
(1) 本研究では、法哲学を基軸としつつ、政
治哲学・経済学の観点も導入する学際的アプ
ローチを採用した。 
 
(2) ２．(2)の具体的課題を効果的に達成する
ため、地球班・世代班・制度班を設けた。そ
の上で、全体会合の開催を通じて、班間の相
互連絡と全体的統合を常に維持するよう努
めた。 
 
(3) 研究期間の 3 ヶ年度を、①基礎作業段階
（平成 26 年度）、②構築・展開段階（平成 27
年度）、③総合・完成段階（平成 28 年度）に
三分して、計画的に研究活動を推進した。 
 
４．研究成果 
(1) ３．に記した方法に基づき研究活動を推
進した結果、２．(2)に列挙した具体的課題に
関する主要な研究成果として、以下のものが
得られた。 
 
(2) 温室効果ガス排出権分配の空間次元にお
いては、平等論における再分配目標の分析と

の接合がはたされた上、平等主義・優先主義
の限界と十分主義の有望性とが示された（宇
佐美）。また、法政策設計上の重要論点とし
ては、一部の国家が緩和策の義務をはたさな
い場合に、他の国家がいかなる義務を負うか
が解明された（佐野）。 
 
(3) 排出権分配の時間次元では、遠隔な将来
世代への配慮が、正義のみならず現在世代の
自己利益によっても正当化されうることが
見出された（森村）。また、契約論・左派リ
バタリアニズム・運平等主義のいずれも、将
来世代への配慮の根拠論として困難を抱え
ることが証明された（井上）。さらに、先進
国が過去の排出のゆえに負う歴史的責任の
妥当範囲は、先行研究の多くが主張してきた
よりも限定的であることが明らかにされた
（宇佐美）。 
 
(4) 多方向的・学際的な研究活動の結果、２．
(2)の具体的課題に関する研究成果の他にも、
諸学での内省や新発見がなされた。経済哲学
的内省により、外部性の内部化をめざす経済
学的アプローチに伏在する課題が剔抉され
た（後藤）。法思想史的観点からは、気候変
動の影響にさらされる動物の道徳的地位に
ついて、カント的視座からの精査が進められ
た（瀧川）。 
 
(5) 以上の研究成果は、宇佐美誠編『気候変
動にどう立ち向かうか』（仮題）勁草書房（５．
〔図書〕1.）として、2017 年秋に公刊される
予定である。本書には、気候正義論の記念碑
的論文であるヘンリー・シュー「生存用排出
と奢侈的排出」の邦訳も収録される。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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